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品 質 方 針

サンシングループは，品質マネジメント・システムの効率的な運用
により，お客様の満足にかなう企業活動をおこない，社会へ貢献して
まいります。

１．企業活動において，いかなる場合も品質マネジメント・システム
を厳守し，お客様に信頼される品質の提供につとめてまいります。

２．企業活動に係る法規制およびその他の要求事項に関して，
コンプライアンスの遵守をとおして品質の向上につとめてまいり
ます。

３．品質マネジメント・システムは，定期的な内部監査および
マネージメントレビューをおこない，実態業務に沿った具体的な
是正と改善をはかってまいります。

平成２６年１０月１日
サンシングループ
代表
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MQR-１３-０５今月のトピックス

南米初開催となる第15回夏季パラリンピック・リオデジャネイロ

大会は、マラカナン競技場で開会式が行われ、熱戦が行われた。

組織的ドーピングでロシアが出場禁止となる異常事態の中、

約160か国・地域から4300人以上が参加。

リオ五輪同様、難民選手団が初結成されてシリアとイランの

2選手が出場した。

今大会ではカヌーとトライアスロンを新たに加えた22競技で

528種目を実施。

17競技に132人を送る日本は、前回ロンドン大会の倍となる

金メダル10個を目標に掲げ、次の東京大会につながる飛躍

を目指し12日間の熱戦に挑んだ。

結果、日本勢のメダル総数は銀10、銅14の計24個でロンドン

大会から8個増えたが、夏季大会では史上初めて金メダルが

ゼロに終わった。

閉会式ではパラリンピック旗が、リオ市のエドゥアルド・パエス市長から国際パラリンピック

委員会（ＩＰＣ）のフィリップ・クレーブン会長を経て次回開催都市となる東京都の小池百合子

知事に手渡された。1964年以来56年ぶりに開催される東京大会は、2020年8月25日から

9月6日まで行われる。

次に開催されるオリンピック・パラリンピック東京大会は、是非、成功してほしいと思います。
日本の課題の一つである高齢化社会。この課題を見据え、次の未来に繋がるバリアーフリー
の街づくりを進めてもらいたいと思います。

リオ パラリンピック
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今月の品質状況

納入不良率 目標・・・・・１００ｐｐｍ

38期の累計不良率は60ppmです。

市場不良累計 ： 19件 客先クレーム ： 0件

３８期の旗印

クレーム発生推移
「クレーム」の定義：当社製品がエンドユーザー様にて使用中に
当社の責任による原因で不具合が発生し、見直し・改修の場合
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